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概要版

所沢市都市計画マスタープランとは�

目 的
都市計画における基本的な方針を示

すもので、街の特徴や課題を整理した
うえで、⻑期的な視点から街の将来像
の実現に向けて、街づくりを進めてい
くことを目的としています。

位置づけ
都市計画マスタープランは、都市計画法第18条の２に定められた「市町村の都市計画に関する基本的な

方針」で、本市の最上位計画である「所沢市総合計画」に掲げる将来像を都市計画の視点から実現するため、
各種関連計画と整合を図るとともに、県が策定する「所沢都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の
方針」の内容に即し、これから本市が進める街づくりの方向性を示すものです。

目標年次
道路や公園などの都市施設や市街地の整備については、⻑い期間を要するものであるため、⻑期的な視点

に基づき、本プランはおおむね20年後（令和22（2040）年）を目標としています。
本市を取り巻く状況の変化や定期的な検証などに基づき、必要に応じて適宜⾒直しを⾏います。

■�市民・事業者・行政が街の将来像を共有し、協働で街づ
くりを進められる。

■�さまざまな分野・施策・取り組みが連携し、効果的かつ
総合的に街づくりを進められる。

■市⺠・事業者が主体的に街づくりに参加できる。

主な役割

所沢市総合計画 

（埼玉県） 
所沢都市計画

都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針

所沢市
都市計画

マスタープラン
各種関連計画 

所沢市みどりの基本計画 
所沢市農業振興地域整備計画 
所沢市都市農業振興基本計画 
所沢市産業振興ビジョン 
所沢市地域福祉計画 
所沢市公共施設等総合管理計画 
所沢市地域防災計画 

 
など 

個別の都市計画 
・区域区分 ・都市再開発方針 
・地域地区（用途地域等） ・都市施設 
・市街地開発事業 ・地区計画 

     など

即す 

即
す 

基
づ
く

基
づ
く

整合・連携 

所沢市マチごとエコタウン推進計画

所沢市ひと・まち・みどりの景観計画

所沢市都市計画マスタープランの位置づけ
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改定の背景と本市の課題
近年の街づくりをめぐる動向は、コンパクトな街づくり、低炭素まちづくり、災害への対策など内容が複

雑化しています。このような動向があるなか、本市では、前回の改定（平成26年３⽉）から新しい街づく
りの動きがあること、「所沢市総合計画」や「所沢市マチごとエコタウン推進計画」などを踏まえ、「⼟地利
⽤」、「道路・交通」、「みどり」、「都市防災」の４点を改定の要点として捉えています。その上で本市の課題
を７つの項目に分けて示します。

街の将来像
所沢市総合計画の将来都市像や市⺠の意⾒などを踏まえ、本プランにおける街の将来像を以下に掲げます。

  

想定する街の人口規模
本プランの街の将来像である「自然と調和し 安心して住み続けられる 持続可能で魅⼒的な街」の実現に

向けた街づくりを進めていくことで、本市の魅⼒を⾼め、⼈⼝減少を抑制することを目標とし、本プランの
目標年次である令和22（2040）年の⼈⼝は約32万⼈を想定します。
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概要版

街づくりの基本的な考え方
本市の20年後を⾒据えた街づくりを進めるにあたり、街づくりの基本的な考え方を示します。

■�⼈⼝減少・少⼦⾼齢化が進⾏するなか、
市⺠が安心して暮らし、社会活動が持続・
発展する多様性のある街づくり

■�地域課題が多様化・複雑化しているなか、
市⺠・事業者・⾏政が地域課題を自らの
課題としてとらえ、共有し、協働して解
決していく街づくり

■�街の将来像の実現に向けて、コミュニティ
を基本に、市⺠・事業者・⾏政が⼀体となっ
て、「みんなでつくる」街づくり

自然と調和し
安心して住み続けられる
持続可能で魅力的な街

自然と調和し
安心して住み続けられる
持続可能で魅力的な街

活力・にぎわい
コンパクト・
プラス・
ネットワーク

自然・環境

歩いて
暮らせる
歩いて
暮らせる

安全・安心

みんなでつくる
2040

コンパクト・プラス・ネットワークの街づくり 
■市民生活に必要な機能を確保し、各種サービスが効率的に利用でき

るコンパクトな街 
■住まいから近隣の都市拠点を結ぶ公共交通ネットワークの構築し、

各地域を相互につなぐコンパクトな街 

歩いて暮らせる街づくり
■福祉や健康などの分野と連携した、歩きやすい・歩きたくなる街 
■バリアフリー化やユニバーサルデザインに配慮した街 
■身近な地域で生活ニーズを満たせる、歩いて暮らせる街 

自然・環境に配慮した街づくり 
■自然環境の保全、街なかのみどりの創出、生物多様性の保全に配慮

した街 
■公共交通機関などの利用による温室効果ガスの排出を抑制する街 
■環境負荷の少ない建築物の普及など、低炭素社会の実現をめざす街 

活力・にぎわいのある街づくり 
■豊かな自然や身近な農地など地域資源を活かした街 
■新たな街づくりや産業施設の誘導による魅力を高める街 
■多様化するライフスタイルや価値観に対応する街 

安全で安心して暮らせる街づくり
■インフラの強靭化や建築物の火災延焼対策などによる災害に強い

安全な街 
■身近なコミュニティを基本とした共助・互助による誰もが安心し

て暮らせる街
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将来都市構造
本市の街づくりの経緯や地形、特性などを踏まえ、市⺠・事業者などの活動が盛んに⾏われる空間である

「拠点」、拠点間の連携を図り都市の骨格を形成する「軸」を位置づけ、コンパクト・プラス・ネットワーク
の街づくりをめざします。

狭山ケ丘駅狭山ケ丘駅

小手指駅小手指駅

新所沢駅新所沢駅

砂川
堀

砂川
堀

柳瀬川柳瀬川

東川東川

ところざわ
サクラタウン
ところざわ
サクラタウン

松郷工業団地松郷工業団地
三ケ島工業団地三ケ島工業団地

東所沢駅東所沢駅

所沢IC所沢IC
関越自動車道関越自動車道

秋津駅秋津駅

至池袋至池袋

至南浦和至南浦和

至府中本町至府中本町
至西武新宿至西武新宿

至飯能至飯能

至飯能市至飯能市

至東村山市至東村山市

至入間市至入間市

至狭山市至狭山市

至さいたま市

至清瀬市至清瀬市

至川越IC

至練馬IC至練馬IC

至本川越至本川越

至西武遊園地至西武遊園地

新秋津駅新秋津駅

航空公園駅航空公園駅

狭山丘陵狭山丘陵

西所沢駅西所沢駅

下山口駅下山口駅

狭山丘陵

柳瀬川段丘崖周辺

三富・くぬぎ山等
平地林周辺

西武球場前駅西武球場前駅

狭山湖狭山湖

遊園地西駅遊園地西駅

所沢駅所沢駅

広域中心拠点

広域生活拠点

地域生活拠点

日常生活拠点

行政拠点

交流拠点

産業拠点

ネットワークとなる河川
みどりの軸

みどりの核

市街化調整区域

市街化区域都市活動軸

広域連携軸

主要幹線道路

主要幹線道路（構想）

鉄道・駅

広域幹線道路・IC
【拠点】 【軸】凡例

拠
点
の
形
成

都 市 拠 点  広域中心拠点（所沢駅周辺） 
広域生活拠点（新所沢駅周辺・小手指駅周辺・東所沢駅周辺） 
地域生活拠点（狭山ヶ丘駅周辺・西所沢駅周辺・航空公園駅周辺） 
日常生活拠点（下山口駅周辺） 

行 政 拠 点  航空公園駅東側周辺 

交 流 拠 点  狭山丘陵周辺／ところざわサクラタウン周辺 

産 業 拠 点  三ケ島工業団地周辺地区／所沢インターチェンジ周辺地区／松郷工業団地周辺地区

軸
の
形
成

都市活動軸 都市の魅力を高めるため、各拠点を結び、相互に連携する軸 

広域連携軸 鉄道や主要幹線道路により周辺自治体との連携を強化する軸 

みどりの軸 みどりの核などを結び、みどりの機能の強化を図る軸 

都市構造図
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所沢駅西所沢駅

東所沢駅

遊園地西駅

西武遊園地駅
西武園駅

秋津駅
新秋津駅

航空公園駅

新所沢駅狭山ケ丘駅

武蔵藤沢駅

入曽駅

小手指駅

下山口駅

西武球場前駅

首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

入間IC

三芳スマートIC

所沢IC

狭山丘陵狭山丘陵

三富・くぬぎ山等平地林周辺三富・くぬぎ山等平地林周辺

柳瀬川段丘崖周辺柳瀬川段丘崖周辺

文教・公共公益ゾーン
商業・業務ゾーン

住宅ゾーン
沿道ゾーン

主要道路
鉄道・鉄道駅
広域幹線道路・IC
市域界（都市計画区域界）

0.50 1 2km

流通ゾーン

土地利用推進エリア

地区商業ゾーン
工業ゾーン

公園・緑地ゾーン

土地利用検討エリア
交流エリア

田園ゾーン
凡例

N

土地利用 〜自然と都市が調和した街〜
■多様性のある持続可能な街づくりに向けて、さまざまな⼈々が多様な活動ができる、みどりの保全と計画

的な開発による適正な⼟地利⽤を進め、自然と都市が調和した街をめざします。

住居系
土地利用 

住宅ゾーン みどりと調和した良好な住宅地の形成や保全を図ります 
沿道ゾーン 主要幹線道路における充実した沿道環境の形成を図ります 
文教・公共公益ゾーン 文教・公共公益施設の集積による充実を図ります 

商業系
土地利用 

商業・業務ゾーン にぎわいと魅力のある商業・業務地の形成を図ります 
地区商業ゾーン 日常的な商業・サービスを充足する拠点の形成を図ります 

工業・産業系
土地利用 

工業ゾーン 適正な土地利用により、操業環境の向上を図ります 
流通ゾーン 流通関連施設の適正な誘導を図ります 
土地利用推進エリア 地域の活性化をより一層図るため、産業系の土地利用を推進します 

みどりの
土地利用 

田園ゾーン 営農環境の向上、自然と調和した住環境の維持・改善を図ります 
公園・緑地ゾーン 豊かなみどりの充実・保全・活用を図ります 

その他の
土地利用 

土地利用検討エリア 計画的かつ適正に新たな土地利用の検討を進めます 
交流エリア さまざまな資源を活用し、交流機能の充実をめざします 

分野別方針

土地利用
方針図
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フロートソーラー所沢

東部クリーンセンター
西部クリーン
センター

(仮称)第2一般廃棄物
最終処分場

(やなせみどりの丘)

衛生センター

メガソーラー所沢

所沢駅西所沢駅

東所沢駅

遊園地西駅

西武遊園地駅

西武園駅

秋津駅新秋津駅

航空公園駅

新所沢駅

狭山ケ丘駅

武蔵藤沢駅

入曽駅

小手指駅

下山口駅

西武球場前駅
良好な環境を形成する地域
良好な環境を保全する地域

主要環境関連施設

エコロジカルネットワークの中心 エコロジカルネットワークの重要な地域 ネットワークとなる河川

鉄道・鉄道駅

市域界（都市計画区域界）

0.50 1 2km

主要幹線道路
主要幹線道路（構想）
広域幹線自動車道・IC

凡例

●野生生物の生息 生育空間の確保などによ
る、自然環境に配慮した川づくりの推進

●市民が自然環境と触れ合える場の創出と市
民団体の活動支援

●野生生物の生息 生育環境を保全する
ため、エコロジカルネットワークの中
心となるみどりの空間の保全

●市民 事業者 行政の協働によるみど
りの保全 創出と市民団体の活動支援

●野生生物の生息 生育環境を保全するた
め、エコロジカルネットワークをつなぐ
まとまりのあるみどりの保全 創出

●市民 事業者 行政の協働によるみどり
の保全 創出と市民団体の活動支援

椿峰周辺椿峰周辺椿峰周辺

三ケ島周辺三ケ島周辺三ケ島周辺

小手指駅周辺小手指駅周辺小手指駅周辺 新所沢駅
周辺

新所沢駅
周辺

新所沢駅
周辺

並木・
中新井周辺

並木・
中新井周辺

並木・
中新井周辺

若狭平地林周辺若狭平地林周辺若狭平地林周辺

エステシティ周辺エステシティ周辺エステシティ周辺
南永井周辺南永井周辺南永井周辺

北原町
平地林周辺

北原町
平地林周辺

北原町
平地林周辺

東所沢駅周辺東所沢駅周辺東所沢駅周辺

所沢カルチャーパーク
周辺

所沢カルチャーパーク
周辺

所沢カルチャーパーク
周辺

松が丘周辺松が丘周辺松が丘周辺

東川

柳瀬川

砂
川
堀

狭山丘陵狭山丘陵

三富・くぬぎ山等平地林周辺三富・くぬぎ山等平地林周辺

柳瀬川段丘崖周辺柳瀬川段丘崖周辺

■交通渋滞の解消・緩和に向けて道路ネットワークの充実に向けた道路体系を確⽴し、都市計画道路などの
整備を進めます。

■市内の拠点などを結ぶ公共交通ネットワークの形成による移動環境を向上するなど、自然との調和や環境
に配慮した安全・安心で快適に移動できる街をめざします。

■環境負荷の少ない建築物や自動車の普及などによる低炭素社会の構築、自然環境や生態系への配慮、良好
な生活環境の保全や推進など、環境に配慮した人と自然にやさしい街をめざします。

将来道路
体系図

環境方針図

道路・交通 ～安全・安心で快適に移動できる街～

環境 ～環境に配慮した人と自然にやさしい街～

関越自動車道

（仮称）所沢バイパス

（都）東京狭山線

（都）飯能所沢線

（仮称）所沢立川線

（都）宮本柳瀬線

（都）東幹線

（都）榎戸豊岡線の延伸

（都）榎戸豊岡線

核都市広域幹線道路

（都）北野下富線

（都）上新井富岡線
（都）公園通り線
（都）御幸通り線
（都）中央通り線

（都）北原安松線

首都圏中央連絡自動車道

国道16号

入間IC

所沢IC

三芳スマートIC

所沢駅西所沢駅

東所沢駅

遊園地西駅

西武遊園地駅 西武園駅

秋津駅新秋津駅

航空公園駅

新所沢駅

狭山ケ丘駅

武蔵藤沢駅

入曽駅

小手指駅

下山口駅

西武球場前駅
凡例

広域幹線道路・IC

構想道路（広域幹線道路）

主要幹線道路
幹線道路

外環状線
内環状線

補助幹線道路

構想道路（主要幹線道路）

市外道路（自動車専用道路・IC）
市外道路※線の太さは道路の幅員を示すものではありません。

※構想道路は具体的な路線のルートを規定するものではありません。
0.50 1 2km 鉄道・鉄道駅

市域界（都市計画区域界）

N
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狭山丘陵狭山丘陵

三富・くぬぎ山等平地林周辺三富・くぬぎ山等平地林周辺

柳瀬川段丘崖周辺柳瀬川段丘崖周辺

所沢駅

所沢駅西口
北秋津･上安松

西所沢駅

東所沢駅

新所沢駅

狭山ケ丘駅

小手指駅

航空公園駅

ところざわ
サクラタウン中心市街地

狭山丘陵

園公峯鳩 園公峯鳩鳩峯公園

椿峰中央公園椿峰中央公園椿峰中央公園

小手指ケ原
公園

小手指ケ原
公園

小手指ケ原
公園

(仮称)三ケ島
堀之内公園
(仮称)三ケ島
堀之内公園
(仮称)三ケ島
堀之内公園

若狭山の神市民の森若狭山の神市民の森若狭山の神市民の森

若狭地蔵市民の森若狭地蔵市民の森若狭地蔵市民の森

園公野北 園公野北北野公園

緑町
中央公園

緑町
中央公園

緑町
中央公園 所沢航空記念公園所沢航空記念公園所沢航空記念公園

滝の城址公園滝の城址公園

園公谷ケ亀 園公谷ケ亀亀ケ谷公園

東所沢公園東所沢公園

牛沼市民の森牛沼市民の森

所沢カルチャーパーク所沢カルチャーパーク

日比田調節池周辺日比田調節池周辺

上山口堀口天満天神社
周辺里山保全地域

上山口堀口天満天神社
周辺里山保全地域

上山口堀口天満天神社
周辺里山保全地域

菩提樹池
里山保全地域

菩提樹池
里山保全地域

菩提樹池
里山保全地域

北野南二丁目
里山保全地域
北野南二丁目
里山保全地域
北野南二丁目
里山保全地域

三ケ島二丁目
里山保全地域
三ケ島二丁目
里山保全地域
三ケ島二丁目
里山保全地域

旧鎌倉街道沿
里山保全地域
旧鎌倉街道沿
里山保全地域
旧鎌倉街道沿
里山保全地域

所沢市北中
ふるさと緑の景観地

所沢市北中
ふるさと緑の景観地

所沢市北中
ふるさと緑の景観地

所沢市小手指
ふるさと緑の景観地

所沢市小手指
ふるさと緑の景観地

所沢市小手指
ふるさと緑の景観地

くぬぎ山周辺緑地及び
駒ケ原特別緑地保全地区

・
所沢市駒ケ原

ふるさと緑の景観地

くぬぎ山周辺緑地及び
駒ケ原特別緑地保全地区

・
所沢市駒ケ原

ふるさと緑の景観地

くぬぎ山周辺緑地及び
駒ケ原特別緑地保全地区

・
所沢市駒ケ原

ふるさと緑の景観地

田新富三 田新富三三富新田

荒幡富士特別緑地
保全地区

荒幡富士特別緑地
保全地区

荒幡富士特別緑地
保全地区

砂川堀

東川

柳瀬川

遊園地西駅

西武遊園地駅

西武園駅

秋津駅

新秋津駅

武蔵藤沢駅

入曽駅

下山口駅

西武球場前駅

凡例

街なかのみどりの保全・創出エリア
みどりの保全エリア

みどりの核

拠点となる公園・緑地など

まとまりのあるみどり

ネットワークとなる河川
主要幹線道路
主要幹線道路（構想）
鉄道・鉄道駅
広域幹線道路・IC
市域界（都市計画区域界）

水とみどりがつくるネットワーク拠点
街なかのみどりの拠点

特別緑地保全地区・里山保全地域など

mk210 5.0

N

みどり ～質の高いみどりを未来に継承する街～
■ 市民・事業者・行政の協働により、地域の特性を踏まえたみどりの保全・創出・活用を図り、より
質の高いみどりを未来に継承する街をめざします

活力・にぎわい ～多様な活動が展開される活気あふれる街～

暮らし ～地域の特性を活かした暮らしやすい街～

■ 新たな土地利用とさまざまな歴史・文化資源などの活用によるにぎわいの創出により、市内外から多くの
人が集まることで、多様な活動が展開される活気あふれる街をめざします。

■ 市民が安全・安心に暮らすことができる良好な住環境の整備、健康的に住み続けられる健康・福祉の街づ
くりなどを進め、地域の特性を活かした暮らしやすい街をめざします。

みどり方針図
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三富新田

所沢駅

所沢駅西口
北秋津･上安松

西所沢駅

東所沢駅

新所沢駅

狭山ケ丘駅

小手指駅

航空公園駅

ところざわ
サクラタウン中心市街地

狭山丘陵 鳩峯公園鳩峯公園鳩峯公園

椿峰中央公園椿峰中央公園椿峰中央公園

小手指ケ原公園小手指ケ原公園小手指ケ原公園

(仮称)三ケ島堀之内公園(仮称)三ケ島堀之内公園(仮称)三ケ島堀之内公園

若狭山の神市民の森若狭山の神市民の森若狭山の神市民の森

若狭地蔵市民の森若狭地蔵市民の森

北野公園北野公園北野公園

緑町中央公園緑町中央公園緑町中央公園
所沢航空記念公園所沢航空記念公園所沢航空記念公園 滝の城址公園滝の城址公園

亀ケ谷公園亀ケ谷公園亀ケ谷公園

東所沢公園東所沢公園

牛沼市民の森牛沼市民の森

所沢カルチャー
パーク

所沢カルチャー
パーク

日比田調節池周辺日比田調節池周辺砂川堀
砂川堀

東川東川

柳瀬川
柳瀬川

遊園地西駅

西武遊園地駅

秋津駅
新秋津駅

武蔵藤沢駅

入曽駅

下山口駅

西武球場前駅
西武園駅

鉄道・鉄道駅
関越自動車道・IC

市域界（都市計画区域界）
0.50 1 2km

商業系市街地景観ゾーン
農地・丘陵地景観ゾーン

住居系市街地景観ゾーン

道路景観の形成
道路景観の形成（構想道路）
景観ネットワークの形成
歴史・文化的景観の維持・保全
街なかのみどりの景観拠点
公園・広場の景観形成

河川

凡例凡例

砂川堀
砂川堀

東川

柳瀬川
所沢駅

西所沢駅

東所沢駅

遊園地西駅

西武遊園地駅
西武園駅

秋津駅
新秋津駅

航空公園駅

新所沢駅
狭山ケ丘駅

武蔵藤沢駅

入曽駅

小手指駅

下山口駅

西武球場前駅

緑地帯（河川）
避難路

第一次緊急輸送道路
第一次特定緊急輸送道路

第二次緊急輸送道路
市指定緊急輸送道路

主な道路
鉄道・鉄道駅
インターチェンジ

市域界（都市計画区域界）
河川0.50 1 2km

指定避難場所・指定避難所
指定避難場所

広域避難場所（所沢航空記念公園）
市役所（災害対策本部）

凡例

N

防災 〜安全・安心に生活できる災害に強い街〜

景観 〜都市とみどりの景観が調和した街〜

■�災害に備えてハード面の強靱化や市⺠・事業者・⾏政の連携によるソフト面での防災・減災対策の強化を進めます。
■�平時からさまざまな被害に対応できるように、復興事前準備の取り組みを進めるなど、安全・安心に生

活できる災害に強い街をめざします。

■�みどりを骨格として、市⺠・事業者・⾏政による景観まちづくりを進めることにより、都市とみどりの
景観が調和した街をめざします。

防災方針図

景観方針図
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概要版

所沢駅 

小手指駅

狭山ケ丘駅

東所沢駅

新所沢駅新所沢

小手指

三ケ島

山口
吾妻

並木

富岡

松井

柳瀬

新所沢東

所沢

凡例

生活圏圏域

生活圏の中心となる鉄道駅

鉄道駅を起点とする運行本数10本/日以上のバス路線

生活圏の街づくり

拠点となる鉄道駅

本市では、昭和30年代以降、土地区画整理事業や都市計画道路の整備など、都市基盤の整備が行われた
ことなどにより、都市構造が変化し、特に鉄道駅周辺は市民生活を支える都市機能が集積するなど、日常生
活の重要な都市拠点となっています。また、都市拠点を利用する人の流れは、地区を越えており、これまで
の視点ではとらえることが難しくなってきています。

これらのことから、今後のコンパクトな街づくりに向けて、鉄道駅を中心とした一定の範囲を市民の生活
圏としてとらえた新たな視点が必要です。

生活に必要な各種サービスを効率的に利用するためには、駅へのアクセスが重要であることから、生活圏
の特性を踏まえた公共交通ネットワークを構築するなど、５つの鉄道駅を中心とした街づくりについて方針
を示します。

所沢駅、新所沢駅、小手指駅、東所沢駅
広域中心拠点、広域生活拠点に位置付けており、一定の都市機能が集積し、それぞれ一つの生活圏が形成

されているものと考えられます。

狭山ヶ丘駅
地域生活拠点に位置付けていますが、三ケ島地区の住民の約９割が利用していることから、地域の生活拠

点として一つの生活圏にとらえることができると考えられます。

地域別方針

生活圏別の
地区区分
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新所沢駅

小手指駅

航空公園駅

砂川堀

東川

鉄道・鉄道駅

生活圏界
市域界（都市計画区域界）

拠点駅周辺の一体的な
街づくり
公共交通の充実
公共交通利用圏域
土地区画整理事業区域

主要幹線道路
幹線道路
補助幹線道路
地区幹線道路
地区構想道路

所沢地区
新所沢地区

並木地区
新所沢東地区

小手指地区

三ケ島地区
富岡地区

柳瀬地区
松井地区

凡例

河川

2500 500 1,000m

北野下富線の整備による
小手指駅周辺との
道路ネットワークの構築

公共交通不便地域
の利便性の改善に
向けた検討

富岡地区方面との
バス路線網の維持と
利便性の向上

西武新宿線と西武池袋線
の駅間を結ぶ公共交通
ネットワークの形成

新所沢駅周辺の一体的な街づくり

遊園地西駅

西武遊園地駅

西武園駅

秋津駅
新秋津駅下山口駅

西武球場前駅

所沢駅
西所沢駅

航空公園駅

柳瀬川
柳
瀬
川

東川

六ツ家川

道路ネットワークの構築に
よる交通渋滞の解消

生活圏内における公共
交通ネットワークの構築

東所沢駅への路線バスの利便性の向上

所沢駅周辺の一体的な街づくり

「狭山丘陵」と「ところざわサクラタウン」
を結ぶ交通結節点の形成

鉄道・鉄道駅

生活圏界
市域界（都市計画区域界）

拠点駅周辺の一体的な
街づくり
公共交通の充実
公共交通利用圏域
土地区画整理事業区域

主要幹線道路所沢地区
新所沢地区
並木地区
小手指地区
吾妻地区
松井地区
山口地区

幹線道路
補助幹線道路
地区幹線道路
地区構想道路
構想道路（主要幹線道路）

凡例

河川
2500 500 1,000m

■ 所沢駅周辺の⼀体的な街づくりをめざします
■ 道路ネットワークの構築により、交通渋滞の解消をめざします
■ 生活圏内における公共交通ネットワークの構築をめざします
■ 所沢駅と東所沢駅を結ぶ路線バスの利便性の向上をめざします
■ 所沢駅周辺は「狭山丘陵」と「ところざわサクラタウン」を結ぶ交通結節点の形成をめざします

■ 新所沢駅周辺の⼀体的な街づくりをめざします
■ 都市計画道路北野下富線の整備を進め、小手指駅周辺との道路ネットワークの構築を図ります
■ ⻄武新宿線と⻄武池袋線の駅間を結ぶ公共交通ネットワークの形成を検討します
■ 公共交通不便地域の利便性改善、新たな公共交通手段の導入も含め、検討を進めます
■ 新所沢駅や航空公園駅と富岡地区方面とのバス路線網の維持と利便性の向上をめざします

所沢駅を中心とした街づくり

新所沢駅を中心とした街づくり

所沢駅を
中心とした
街づくり方針図

新所沢駅を
中心とした
街づくり方針図
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概要版

秋津駅
新秋津駅

駅

東所沢駅

柳瀬川

東川

鉄道・鉄道駅

関越自動車道・IC

生活圏界
市域界（都市計画区域界）

拠点駅周辺の一体的な
街づくり
公共交通の充実
公共交通利用圏域
土地区画整理事業区域

主要幹線道路
幹線道路
補助幹線道路
地区幹線道路
地区構想道路
構想道路（主要幹線道路）

並木地区
松井地区
柳瀬地区

凡例

河川

2500 500 1,000m

周辺駅への新たな
公共交通ネットワーク
の検討

所沢駅への路線バス
の利便性の向上

公共交通不便地域の利便性の
改善に向けた検討

東所沢駅周辺の
一体的な街づくり

松郷工業団地周辺や
所沢インターチェンジ周辺での
産業系土地利用の推進

東所沢土地区画整理事業地内に
おける良好な住環境の保全

■ 小手指駅周辺の⼀体的な街づくりをめざします
■ 都市計画道路北野下富線の整備を進め、新所沢駅周辺との道路ネットワークの構築を図ります
■ ⻄武新宿線と⻄武池袋線の駅間を結ぶ公共交通ネットワークの形成を検討します
■ 小手指、山⼝、三ケ島の各地区と小手指駅のバス路線網を維持し、利便性の向上をめざします
■ 小手指地区と山⼝地区にまたがっている椿峰地区は、良好な住環境の保全を図ります

■ 東所沢駅周辺の⼀体的な街づくりをめざします
■ 松郷⼯業団地周辺や関越自動⾞道IC 周辺での産業系⼟地利⽤の推進による活性化をめざします
■ 公共交通不便地域の利便性改善、新たな公共交通手段の導入も含め、検討を進めます
■� 東所沢駅と所沢駅を結ぶ路線バスの利便性向上をめざし、周辺駅への新たな公共交通ネットワークを検討します
■ 東所沢⼟地区画整理事業地内は、良好な住環境の保全を図ります

小手指駅を中心とした街づくり

東所沢駅を中心とした街づくり

六ツ家川

柳瀬川

下山口駅

西武球場前駅

西所沢駅

小手指駅

砂川堀 東川

鉄道・鉄道駅

生活圏界

拠点駅周辺の一体的な
街づくり
公共交通の充実
公共交通利用圏域
土地区画整理事業区域

主要幹線道路
幹線道路
補助幹線道路
地区幹線道路
地区構想道路

河川

構想道路（主要幹線道路）

所沢地区
新所沢地区
小手指地区
三ケ島地区
山口地区
富岡地区

凡例

2500 500 1,000m

北野下富線の整備による
新所沢駅周辺との
道路ネットワークの構築

各地区と小手指駅を結ぶ
バス路線網の維持と
利便性の向上

西武新宿線と
西武池袋線の
駅間を結ぶ公共交通
ネットワークの形成

椿峰地区の良好な
住環境の保全

小手指駅周辺の一体的な
街づくり

小手指駅を
中心とした
街づくり方針図

東所沢駅を
中心とした
街づくり方針図
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武蔵藤沢駅

狭山ケ丘駅

砂川堀

不
老
川

谷
川 林

川

樽
井
戸
川

鉄道・鉄道駅

生活圏界
市域界（都市計画区域界）

拠点駅周辺の一体的な
街づくり
公共交通の充実
公共交通利用圏域
土地区画整理事業区域

主要幹線道路
幹線道路
補助幹線道路
地区幹線道路
地区構想道路

小手指地区
三ケ島地区
山口地区

凡例

河川

2500 500 1,000m

隣接する生活圏との
ネットワーク化

狭山ケ丘駅を中心
とした公共交通
ネットワークの形成

公共交通不便地域の
利便性の改善に
向けた検討

狭山ケ丘駅周辺の
一体的な街づくり

■ 狭山ヶ丘駅周辺の⼀体的な街づくりをめざします
■ 隣接する生活圏とのネットワーク化をめざします
■ 公共交通不便地域の利便性改善、新たな公共交通手段の導入も含め、検討を進めます
■ 狭山ヶ丘駅を中心とした公共交通ネットワークの形成をめざします

狭山ヶ丘駅を中心とした街づくり

狭山ヶ丘駅を
中心とした
街づくり方針図

コンパクト・プラス・ネットワーク
人口減少・少子高齢化において、持続的な都

市生活を可能にするため、医療・福祉、商業・
業務などの都市機能を市街地に集約させたコ
ンパクトな街に、住民が安心して暮らせるよう
地域公共交通と連携し、都市機能を持った施
設にアクセスできる都市構造のこと。

出典：国土交通省ホームページ

都 市 マ ス コ ラ ム



■都市機能の充実、良好な住環境の形成や保全を図り、広
域生活拠点として魅力ある都市環境の創出をめざします。

■残されているみどりの保全、歴史的資源を活かした景観
の形成をめざします。

 

小手指地区小手指地区
みどり・歴史・都市機能・住宅地が融合した魅力の創出みどり・歴史・都市機能・住宅地が融合した魅力の創出

■所沢駅周辺はにぎわいを創出し、都市機能の中心地とし
て発展をめざします。

■魅力的なみどりの資源の保全に向けた取り組みを進め、
自然環境と住環境の調和をめざします。

吾妻地区吾妻地区
豊かなみどり、良好な住環境、
にぎわいが調和した魅力の創出
豊かなみどり、良好な住環境、
にぎわいが調和した魅力の創出

■高次都市機能の誘致などによるにぎわいづくりや、良好
な住環境の形成を図り、本市における都市機能の中心地
として発展をめざします。

■神社仏閣などの魅力的資源やみどりを積極的に街づくり
に活用します。

所沢地区所沢地区
都市機能と街なかのみどりが調和し、
にぎわいのある中心市街地の形成
都市機能と街なかのみどりが調和し、
にぎわいのある中心市街地の形成

■都市計画道路の整備を進め、交通環境の充実を図るとと
もに、安全・安心な住環境の整備をめざします。

■農地や雑木林などに代表される魅力的な資源を活かし、
本市の財産であるみどりを後世に継承する街づくりをめ
ざします。

富岡地区富岡地区
歴史と文化、豊かなみどりによる魅力ある街の形成歴史と文化、豊かなみどりによる魅力ある街の形成

■人口減少・高齢化などを踏まえた安全・安心な街の実現
をめざします。

■公共公益施設が集積している特性を活かし、機能の向上
を図ります。

並木地区並木地区
みどり・文化の融合と公共公益施設の
集積による魅力ある住環境の創出
みどり・文化の融合と公共公益施設の
集積による魅力ある住環境の創出

■広域生活拠点として発展するため、都市機能の集積を誘
導し、駅前商業地の活性化をめざします。

■都市基盤や住宅の老朽化などに対応し、良好な住環境の
形成や保全をめざします。

新所沢東地区新所沢東地区
都市機能と住宅地が調和した良好な住環境の保全と向上都市機能と住宅地が調和した良好な住環境の保全と向上

■都市機能の更新・集積を進め、広域生活拠点にふさわし
い駅周辺の環境整備を図ります。

■公園・緑地などの街なかのみどりによる、良好な街並み
の形成や保全をめざします。

新所沢地区新所沢地区
都市機能と住宅地が調和した
良好な景観の保全とにぎわいの創出
都市機能と住宅地が調和した
良好な景観の保全とにぎわいの創出

■三ケ島工業団地周辺は、産業系の土地利用に向けた都市
基盤の整備を推進します。

■豊かな自然や農地、魅力的な資源による、のどかでゆと
りのある良好な街づくりをめざします。

三ケ島地区三ケ島地区
豊かなみどりと文化が調和した良好な住環境の形成豊かなみどりと文化が調和した良好な住環境の形成

■下山口駅周辺の日常生活拠点の形成、西武球場前駅周辺
の交流拠点の形成に努めます。

■丘陵地の自然や景観との調和を図り、安全・安心で魅力
ある住環境の整備をめざします。

山口地区山口地区
みどり・交流による魅力の創出と良好な住環境の保全みどり・交流による魅力の創出と良好な住環境の保全

■「COOL JAPAN FOREST構想」の進捗や都市高速鉄道12 号
線の延伸計画を見据え、広域生活拠点として一層の充実
を図ります。

■松郷工業団地周辺は、地域の活性化を図るため、産業系
の土地利用を推進します。

■魅力的な資源や豊かなみどりの活用、道路などの都市基
盤施設の整備による良好な住環境の形成をめざします。

松井地区松井地区
みどりの保全と都市基盤の整備による良好な住環境の創出みどりの保全と都市基盤の整備による良好な住環境の創出

■関越自動車道所沢インターチェンジ周辺地区は、産業系
の土地利用に向けた都市基盤の整備を推進します。

■「COOL JAPAN FOREST構想」の進捗や都市高速鉄道12 
号線の延伸計画を見据え、広域生活拠点として一層の充
実を図ります。

■柳瀬川や地域に残る豊かな田園・緑地と調和した良好な
住環境づくりをめざします。

柳瀬地区柳瀬地区
みどり・文化が調和し、都市機能が集積した
魅力のある良好な住環境の形成
みどり・文化が調和し、都市機能が集積した
魅力のある良好な住環境の形成

 

指地区指地区

■所沢駅周辺はにぎわいを創 し、都市機能の中心
て発展をめざしま

■魅力的なみどりの資源の保全に向 た取り組み
環 環境の調和 めざ

吾妻地吾妻地
豊かな ど 、良好な住
にぎわいが調和した魅力
豊かな ど 、良好な住
にぎわいが調和した魅力

都市機能の誘致などによる ぎわ づくりや、良好
境の形成を図り、本

て発展をめざします。
仏閣などの魅

地区地区
能と街なかのみどりが調和し
あ 中心 形成

能と街なかのみどりが調和し
あ 中心 形成

■都市計

農地 雑
本市の財
ざします

富岡地区富岡地区
歴史と文化、豊かなみどりによる魅力ある街の形成歴史と文化、豊かなみどりによる魅力ある街の形成

口減少・高齢化などを踏ま た安全・安 な街の実現
ざします

地区地区
と

よる魅力ある住環境 創出
と

よる魅力ある住環境 創出

生活拠点として発展する

成や保全をめ

沢東地区沢東地区
能と住宅 が調和した良 な住環 保全 向上能と住宅 が調和した良 な住環 保全 向上

緑地など
形成や保全を ざしま

沢地区沢地区
能と 宅地 調和した
景観の保全とにぎわいの
能と 宅地 調和した
景観の保全とにぎわいの

三ケ島地区三ケ島地区

■ 口駅周辺の日常生活拠点の形成 西武球
の交流拠点の形成に努めます。

■ 陵地の自然や景観との
ある住環境の整備をめざします

みどり・みどり・

■「COOL JAPAN FOR T構想 の進捗 都市高速鉄  
線の延伸
を図ります。

■松郷工業団地周辺 性化を た 、
の土地利用 推進します。

松 地区松 地区
み 全と都市基盤 整備による良好な住環境み 全と都市基盤 整備による良好な住環境

■関越自動車道所沢イ ターチェン 辺地区は、
の土地利用

■「COOL JAPAN FOREST構想 の進捗や 市高速  
号線の延伸計画を見据

■柳瀬
住環境

柳瀬地区柳瀬地区
みどり・文化が調和し、都市機能が集積し
魅力のある良好な住環境の形成
みどり・文化が調和し、都市機能が集積し
魅力のある良好な住環境の形成

小手指小手指
三ケ島三ケ島

山口山口 吾妻吾妻

並木並木

富岡富岡

松井松井

柳瀬柳瀬

所沢所沢

新所沢新所沢

新所沢東新所沢東
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実現に向けた取り組み

連携体制と財源確保

進捗管理と⾒直し

■�「所沢市街づくり条例」などの活⽤による市⺠・
事業者の主体的な街づくりへの積極的な支援

■�市⺠等への情報提供や意識啓発などによる参画促
進

市⺠などの参加

■�公共施設などの既存ストックの有効活⽤や計画的な⻑寿命化などによる健全な財政運営
■�国・県の⽀援制度などの活⽤

財源の確保

■庁内連携体制の構築	� 関係部署間での調整、課題に応じた組織
横断的な体制構築

■�関係機関との連携	 国・県・周辺自治体・警察などとの連携
■市⺠などとの連携	� 市⺠・事業者・⾏政の協働による街づくり、

市⺠・事業者などが主体となった活動へ
の⽀援

■�大学などとの連携	 大学などの教育・研究機関との連携

連携体制

■�⼟地利⽤のルール、都市計画道路などの整備、市
街地整備事業などの都市計画の決定及び変更

都市計画の決定及び変更

■�総合計画や⾏政評価との連携による進行管理
■�評価に必要な基礎的データの収集と活⽤による客

観的な評価を行う体制の構築

進捗管理

■�関連計画や施策などの策定・⽴案時における関係
各課との連携・調整

■�将来像実現に向けた各計画や施策が分かりやすい
仕組みの構築

各分野の計画や施策への反映

■�ICT、IoT、AIなどとビックデータの活用による現
状分析や課題解決

■�オープンデータによる事業者や教育・研究機関の
街づくりへの参画促進

先端技術とデータの活⽤

■�社会経済情勢や市⺠ニーズの変化を踏まえた定期
的な⾒直し

■�上位計画の改定に伴う整合性の点検と必要に応じ
た改定

適切な⾒直し

庁内
連携体制の
構築

関係機関との連携

市民などとの
連携

教育・研究機関
などとの連携
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